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■ 経緯
・平成19年3月にドイツのポツダムで開催されたG8環境大臣会合において取りま
とめ。
・生物多様性に関する経済的な評価・分析（対策を講じなかった場合の損失、保
全のためのコストの分析など）を行うことや、生物多様性の科学的基盤を強化
することなどが盛り込まれた。

■ 概要
1) 生物多様性の地球規模の損失における、経済的重要性の分析

2) 科学と政策の間のインターフェース（接点）向上

3) コミュニケーション、教育および社会の認識、「地球規模の生物種情報システム」の構築の検討

4) 生産と消費のパターン

5) 野生動物の違法取引対策の強化

6)侵略的外来生物種対策の強化

7) 海洋保護区の地球規模ネットワーク

8) 生物多様性と気候変化

9) 資金調達

10) 2010 年とそれ以降

ポツダム・イニシアティブ－生物多様性2010

②生物多様性条約に基づく次期世界目標の設定に向けた対応
（その３）
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③百年先を見通した我が国の健全で豊かな
自然環境（生物多様性）の保全（その１）

数千、数万ｋｍも離れた遠い国から飛ん
できた鳥たちが、そこここの森や干潟で
遊び、餌をついばむ。

都市、町や村に、生き物たちのにぎわい
があり、人々は生き物たちとのふれあい
を通して生活のにぎわい、ゆたかさを感
じる。

千島列島や赤道近くから流れてきた海
流は、ゆたかな生命を育んで北の海で
はアザラシが子育てにいそしみ、南の
海では青々と茂る海草の間をジュゴン
の群れが悠々と泳いでいく。

奥山だけでなく里地
里山、都市にも巨木
がそびえ、大都市に
も大きな森があり、
猛禽類が悠々と空を
舞っている。

新・生物多様性国家戦略（平成14年3月策定）
「生物多様性から見た国土のグランドデザイン」
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おいしい水は
豊かな森林から

環境保全型の水田
やため池は水鳥、両
生類、水生昆虫の
生息地として機能。

化学肥料や農薬を
控えた野菜の消費
は生物多様性への
負荷を軽減

水環境の保全にも
貢献

阿蘇の赤牛の消費
が草原保全につな
がる。ジビエ（有害
駆除のｼｶ・ｲﾉｼｼ肉
の利用）も

国産椎茸を食べると、
ほだ木利用促進が里
山手入れにつながる

国産間伐材の割り
箸利用が人工林の
手入れにつながる

食卓からみる生物多様性

藻場・干潟、浅
海域等は魚貝
類のゆりかご

国産材テーブルの
使用が人工林の手
入れにつながる

◆地産地消により、
輸送のエネルギー
消費が削減される。
◆国産材の消費は、
吸収源対策の促進
に寄与。

私たちの毎日の食卓は、健
全な生態系からの様々な恵
みであふれています。

③百年先を見通した我が国の健全で豊かな
自然環境（生物多様性）の保全（その２）
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①循環型社会の日本モデルのアジアを中心とした展開
（その１）

２．３Ｒを通じた適正な資源循環の確保

•廃棄物の発生の増大と質の多様化による不
適正な処理
•循環資源の越境移動の活発化による国内外
の廃棄物処理・ﾘｻｲｸﾙｼｽﾃﾑへの影響
•資源消費の拡大と価格の高騰

直面する課題

国際的な循環型社会を構築するために、
① まず各国の国内で循環型社会を構築し、
② 廃棄物の不法な輸出入を防止する取組

を充実・強化し
③ その上で循環資源の輸出入の円滑化を

図る
ことが必要。
我が国は、Ｇ8議長国となる2008年を目指
して３Ｒイニシアティブの推進に向けてリー
ダーシップを発揮

基本的な考え方

国内循環

国境

国際循環

国内循環

前提：それぞれの国において循環型社会を実現

・我が国において、モデルとなる取組を推進
・途上国の取組を支援

国際的な循環型社会のイメージ


